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DTLタンク供試体接合試験結果の検討題目(nn^E
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著者(AUTHOR) 内藤富士雄

概要(ABSTRACT)
DTLのタンクを接合する試験を供試体を使用して行った。接合方法はボルトと溶接

である。外形寸法の直接測定の他に、各種共鳴モードの周波数とＱ値を測定し、接合の
良否判定の材料とした。
溶接接合の試験はタブを２４個使用して行い、その結果RF的にも、真空シールの面

でも問題はなかった。(TM^のＱ値は計算値の92%あった。）
しかしボルト結合は結合部のフランジが前回までの実験で歪んでしまっているため、

真空シール用の0'ノングなしでも、締め付けトルクを上げるとＱ値は低下してしまっ
た。改修しないと次の実験はできない。解、
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５月の２３，２４日にKEK、南実験室に於てDTLの溶接及びボルト結合供試体の
試験を行った。以下その時のRF測定(Qと周波数）から得た結果をまとめておく。

＊結論

１．溶接結合供試体
Ｃ-１タブ２４個によるRF的結合は低電力での実験に関する限りは十分である。今

回も今までと同様に、TMO1OモードのＱ値は理論値の92%はあり問題はなかった。真空
シールも問題なく働いた。(１ 0-1台で'ノークは観測きれず。）
今後は実際にDTを設置してその変位の有無を調べる段階になる。沙、

２．ボルト結合供試仁
結合部のフランジが完全に歪んでしまった。６０のＯ'ノングを使用したがＱ値はトルク

225kg*cｍで締めても23％しかなかった。現在のフランジではこれ以上の試験は無理であ
る。問題点はイ）フランジにボルト用の割が入っているため強度が不十分である、

これらの点を改修するロ）ボルトの位置が溶接タブに比較して外側にある事である
必要がある。

＊結果

1.溶接結合供試体
図１～６までが溶接結合供試体の測定結果である。そして図１～３までがまずタブを付
ける以前の真空シールまでの結果である。図１はＱ値、図２は半径方向の寸法変化、図
３は厚み方向z方向）の寸法変化を示す。Ｑ値は理論値に体する比率、寸法変化はマ
イクロメーター単位でプロットしてある。Ｑ値はカップ'ノングの補正、寸法変化は温度
補正をしてある。
図１～３の横軸の番号は下記の作業内容に対応する。

綴

i :端板ボルト締めトルク215 kg*cm、接合部ボルト締めトルク175 kg*cm
２：端板ボルト締めトルク215 kg*cm，接合部ボルト締めトルク225 kg*cm
３：トルクは２と同じ。真空シール終了。ただし内部は大気圧。
４：内部をHeリーク検出器で真空に引く。
５：大気圧に戻す。

Ｑ値は測定した全てのモードで90%を越えている。つまり端部も中央部もRF的な接触は
保たれており、かつTEモードが分離していないQ値が高い）ので全体に歪みも生じ
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１ ていない事が分かる。
図２と３で行程４の真空'ノー
ク試験の際、全体が縮んでい
る事が分かる。その前後では
寸法変化はない。
半径方向及びＺ方向共に真

空に引いた際60|imと同程度変
化している。半径方向の変化
は大気圧によりＺ方向が縮み
RF接触面の面圧が上昇した
ため、広い面が当たりはじめ
た。それが平均半径の減少と
いう形で現われたのだと推測
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＝ 幻

Ｃ-１タブの数を0,8,12,16,20,24
個と増やしていきながら周波数と
Ｑ値の測定を行った。Ｑ値はタブ
の数に関係なく一定であった。今
回は以前に観測きれたTEモード
の分離も観測されず全モードとも
90～95%と良い値を示した。
寸法変化はタブ数と共に半径は

減少、厚みは増加傾向を示す。半
径の減少は面圧増加による接触面
の増加が原因であろう。厚ざが増

１Ｉ

○

０．２

０
Z量加したように観測きれるのは端板

の周囲がタブで引きつけられたた
め端板中央部が逆に外に出っ張っ
てしまったためである。
半径方向の変化による周波数変
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位量はチューナーで問題なく補正
できる範囲である。(36KHz)
厚み方向も各部の機械加工精度

と同程度であり、影響は無視でき
る。
タブ数24が最大であり、溶接後

ボルトをはずしている。タブ数２４
の測定値が２組あるのはボルトの
ない場合もプロットしているから
である。このときボルトによる拘

』

Zうである。このときボルトによる拘
束がなくなるため厚ざは急に５ﾄim
程度増加してる。半径方向は誤差
範囲内で無変化である。Ｃ-ｌ夕
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ブ２４個分の力がRF接触面に加
わる力の大部分であり、これに比
較するとボルトからの寄与は無視
できる事が分かる。
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●

２．ボルト結合供試体
図７はボルト結合供試体の

試験に先立ち6中の細いＯリン
グの効果を溶接結合供試体を
用いて調べた結果である。溶
接結合供試体の端板部のみは
ずしL2mm厚の座金を２枚と
6中のQiノングをいれて端板ボ
ルトの締め付けトルクとＱ値
の関係を調べた。結果は図の
様にトルクが125kg*cm以上
でＱ値は90%以上になる。端
板の締め付け条件はこれで確
認きれた。
次に上記の条件でボルト結

合供試体の端板部を組み、ま
ず中央部フランジに0'ノング
を入れずに中央部ボルトの締
め付けトルクとＱ値の関係を
調べた。最初低いトルクでは
十分なＱ値がでたがトルクを
上げるとＱ値が減少してく
る。フランジが変形しはじめ
てRF接触面の面圧が低下し
てくるためと推測きれる。
0'ノングをいれると今回の

様に細い物であっても図８の
●の様に全くＱ値は上昇しな
v>o 0'ノングを支点にしてフ
ランジが歪んでしまってRF
接触面に力が加わっていない
らしい。
これ以上の作業は無意味と

判断し測定を中止した。
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